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刊 行 物
＊国際問題研究所紀要第150号　2017年10月31日
 論説
 「後衛思想」の先駆者

──謝冰心、巴金の心友であった中島健蔵への考察
 虞　　　　　萍

 その後のタンザン鉄道　──中国の関与を中心として
 村　上　享　二

 研究ノート
 鏡像のムスリム　──中国西北地域〈日本像〉形成パタン

 鈴　木　規　夫
 領事制度の起源について 川　崎　晴　朗
 内モンゴルの牧畜業における「拨乱反正」に関する考察

 仁　　　　　欽
 資料
 共産主義国家と共存する資本主義

──香港（旧英国植民地）の税制 土　居　重　雄

＊国際問題研究所紀要第151号　2018年２月28日
 特集　国際シンポジウム「文化の記憶　──虚構の力を考える」
 論説
 跨越记忆与想象的边界　──苏童的 “⼩说地理” 张　　　学　昕

 先锋与⾃由　──新世纪以来旅加诗⼈洛夫的创作及其⽂学史意义

 ⽩　　　　　杨

 ⼀个时代的精神炼狱　──评次仁罗布的《祭语风中》
 梁　　　　　海

彙　　 報
2017年４月～2018年３月
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 论上世纪80年代中国⼤陆⽂学作品中的国企领导者形象

 张祖⽴・纪晓彤

 論説
 從「遺民」到「新民」　──朱舜水與〈遊後樂園賦〉 鄭　　　毓　瑜
 论沈从⽂与物质⽂化研究 季　　　　　进

 翻訳
 グラッドストンの内地政策

──「郵便貯金法」と「鉄道法」 志　賀　吉　修

＊国研叢書第４期第２冊
 「歴史と記憶　──文学と記録の起点を考える」

／松岡正子・黄　英哲・梁　海・張　学昕［編著］（著者22名）
名古屋：あるむ，2017.10

講演会等
・公開講演会
　2017年４月８日（土）
 テーマ：「作家・沈從文の中国物質文化研究について」
 講演者：季　進（中国・蘇州大学教授）
 主　催：愛知大学国際問題研究所

・公開講演会
　2017年５月27日（土）
 テーマ：日中国交正常化45周年記念講演会
 　　　　「激動する世界の中の日中関係と東アジアの情勢」
 講　演：「トランプ時代の日中関係の在り方」
 講演者：宮本雄二（元駐中国大使・日本日中関係学会会長）
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 講　演：「両国世論調査から読み解く日中関係の底流」
 講演者：工藤泰志（言論 NPO代表）
 共　催：東海日中関係学会
 　　　　日本日中関係学会
 　　　　愛知大学国際問題研究所

・公開研究会（国際問題研究所プロジェクト）
　2017年６月16日（金）
 テーマ：「近代文化与近代化　─人的主体性与人文主義的興立」
 　　　　（近代文化と近代化　─人の「主題性」と人文主義の創出）
 講演者：謝　政諭（台湾・東呉大学）
 プロジェクト名：「中国の「新たな都市化」を考える」（代表：松岡正子）
 　　　　　　　　「 東アジア島嶼部における華人圏研究　─金門島研

究を中心として」（代表：黄英哲）

・国際シンポジウム
　2017年６月25日（日）
 テーマ：「台湾人が歩んだ民主化・本土化の道　─台湾民主化運動の40

年」
 基調講演：「台湾民主化改革に残る未解決の課題」
 講演者：薛　化元（台湾・国立政治大学台湾史研究所教授、
 　　　　　　　　　財団法人二二八事件記念基金会董事長）
 研究発表
 テーマ：「台湾民主化過程における本土化」
 発表者：李　福鐘（国立政治大学台湾史研究所所長）
 テーマ：「 台湾民主化進行期における学術研究　─新清史の研究を例

として」
 発表者：李　明仁（嘉義大学応用歴史系教授兼台湾研究中心主任）
 テーマ：「1980年代以降の台南における日本統治期台南文学の発掘」
 発表者：大東和重（関西学院大学法学部教授）
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 テーマ：「台湾の民主化と旧制高等学校　─1990年前後」
 発表者：所澤　潤（東京未来大学教授）
 テーマ：「東アジアの初期ロック需要と「伝統」の創造」
 発表者：西村正男（関西学院大学社会学部教授）
 テーマ：「中国化政策と漫画審査制度の下の台湾漫画」
 発表者：李　衣雲（国立政治大学台湾史研究所副教授）
 主　催：愛知大学国際問題研究所
 　　　　大阪大学大学院言語文化研究科
 　　　　台湾政治大学台湾史研究所
 共　催：台湾文化部
 　　　　※台湾文化部補助金により実施

・国際シンポジウム
　2017年６月30日（金）‒７月１日（土）
 テーマ：「 In the Name of the Father　─映画・ドキュメンタリーで読む

台湾民主化の歩み」
 １日目（6/25）
 プレ上映会『牵阮的⼿ Hand in Hand』監督：荘益増・顔蘭権　2010年
 司　会：黄　英哲（愛知大学国際問題研究所所長）

 ２日目（7/1）（午前）
 映画上映『超級大国民』　監督：萬仁
 　　　　　　 （午後）
 特別講演：「脈絡と展開　─連鎖劇における日本東アジア」
 講演者：邱　坤良（台北芸術大学教授、元台北芸術大学学長）

　シンポジウム
 テーマ：「 不在の父親からどこにもいる父親　─萬仁「台湾三部作」

を論ずる」
 発表者：陳　儒修（台湾・政治大学ラジオ・テレビ学科教授）
 テーマ：「他人の顔　─台湾戒厳自画像」
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 発表者：孫　松栄（台南芸術大学音声映像学研究科教授）

 ルポルタージュ：「 ドキュメンタリー『牵阮的⼿ Hand in Hand』台湾
民主運動の恋歌」

 講演者：陳　 娟

 パネルディスカッション
 　　　　張　小虹（台湾大学英米文学科教授）
 　　　　小川翔太（名古屋大学大学院人文学研究科准教授）
 　　　　馬　　然（名古屋大学大学院人文学研究科准教授）

 主　催：愛知大学国際問題研究所
 　　　　愛知大学現代中国学会
 　　　　台湾文化部
 後　援：台北駐日経済文化代表処台湾文化センター
 　　　　※台湾文化部補助金により実施

・公開研究会
　2017年７月２日（日）
 第52回愛知県世界史教育研究会
 研究発表
 テーマ：「 新聞記事を利用した世界史Ａ考査問題について　─『わが

闘争』出版のぜひから考える」
 発表者：西尾果歩（岡崎高校）
 テーマ：「私の日本史授業づくり　─楽しくわかる授業を目指して」
 発表者：黒柳昌宏（瑞陵高校）
 テーマ：「 歴史的思考力とその評価方法　─高大連携歴史教育研究会　

第１部会の活動報告」
 発表者：小島孝太（一宮高校）
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 テーマ：「愛知から見える世界史　─地域・日本・世界をつなぐ」
 発表者：加藤健司（天白高校）

 講　演：「混迷する世界情勢と日中関係の行方」
 講演者：丹羽宇一郎（元駐中国大使）

 主　催：愛知県世界史教育研究会
 共　催：愛知大学教職課程センター／愛知大学国際問題研究所

・公開講演会
　2017年７月15日（土）
 公益社団法人名古屋青年会議所2017年度（第67年度）７月例会
 テーマ：「 クールな NAGOYAからホットに国際貢献～あなたの小さ

な選択が世界を変える～」
 基調講演：「フェアトレード　─途上国の現状を変えるのは」
 講演者：山口絵理子（株式会社マザーハウス代表兼チーフデザイナー）
 パネルディスカッション
 　　　　どえりゃあWings

 　　　　FTSN

 　　　　GENKING

 主　催：公益社団法人名古屋青年会議所
 共　催：愛知大学国際問題研究所
 後　援：名古屋市・名古屋市教育委員会

・ワークショップ
　2017年７月22日（土）
 テーマ：『抑圧されたモダニティー：清末小説論』邦訳刊行記念
 書評ワークショップ「東アジアにおける抑圧されたモダニティー」
 特別講演：「沒有晚清，何來五四？」
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 講演者：王　德威（ ハーバード大学東アジア言語・文明学科エドワー
ド・C.ヘンダーソン講座教授、比較文学科教授。
台湾・中央研究院院士）

 書　評：神谷まり子（日本大学文理学部准教授；訳者）
 　　　　上原かおり（首都大学東京客員研究員；訳者）
 　　　　高　嘉謙（國立台灣大學中文系副教授）
 　　　　石井　剛（東京大学総合文化研究科准教授）
 　　　　橋本　悟（メリーランド大学 Assistant Professor）
 主　催：愛知大学国際問題研究所
 　　　　東京大学共生のための哲学交流センター（UTCP）
 後　援：徳富文教基金会（台湾）
 　　　　※徳富文教基金会補助金により実施

・公開講演会
　2017年10月７日（土）
 テーマ：「 空間・記憶・正義：台湾における二二八国家記念館、景美

および緑島人権文化園区」
 講演者：陳　進金（台湾東華大学歴史学科副教授）

 主　催：愛知大学国際問題研究所
 共　催：台湾文化部　※台湾文化部補助金により実施

・国際問題研究所　第１回公開講演会
　2017年10月14日（土）
 平成29年度叙勲受章記念・国研創立70周年記念講演会
 テーマ：「 領海取得における抗議と黙認　─国際法の観点から尖閣諸

島問題を見る」
 講演者：三好正弘（愛知大学名誉教授・国際問題研究所元所長）
 主　催：愛知大学国際問題研究所
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・国際シンポジウム
　2017年11月11日（土）
 テーマ：「文化の記憶　─虚構の力」
 第１部　都市と農村
 発　表：「 蘇南新型都市化モデルについての試論　─常州市の事例を

中心に」
 発表者：唐　燕霞（愛知大学）
 発　表：「人の移動とエスニシティ　─広東省の小都市の事例から」
 発表者：稲澤　努（尚絅学院大学）
 発　表：「被災後のコミュニティ再建と村規民約」
 発表者：松岡正子（愛知大学）

 第２部　文学
 発　表：「虚構与 “重構”　─以蘇童和韓少功的写作為例」
 発表者：張学昕（遼寧師範大学文学院）
 発　表：「論上世紀80年代中国大陸工業題材文学創作」
 発表者：張祖立（大連大学文学院）
 発　表：「原型的 変与新生　─ “故事新編” 中的青蛇形象」
 発表者：白　楊（吉林大学文学院教授）
 発　表：「民族志詩学視域下的西蔵敘事」
 発表者：梁　海（大連理工大学文学院）
 発　表：「時空 “再” 場　─《満珠吉順》的仮定真実」
 発表者：劉　博（大連理工大学人文学部哲学系美学専攻博士課程）
 発　表：「 歴史経験の反復と記憶の風化　─日本人の目に映る台湾断

髪運動を中心に」
 発表者：許　時嘉（山形大学）
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 第３部　歴史
 発　表：「 日本軍が見たタイ　─『泰国兵要地誌』（義部隊司令部、

1945）を手がかりに」
 発表者：加納　寛（愛知大学）
 発　表：「 東亜同文書院大旅行におけるパリのイメージ　─仏領イン

ドシナ、満洲、台湾の事例」
 発表者：岩田晋典（愛知大学）
 発　表：「 中華民国の戦後処理政策　─アジア太平洋の戦争犯罪への

対応について」
 発表者：加治宏基（愛知大学）

 主　催：愛知大学国際問題研究所
 　　　　大連理工大学人文与社会科学学部
 　　　　大連大学人文学部
 　　　　遼寧師範大学文学院

・シンポジウム
　2017年12月17日（日）
 テーマ：「 東亜同文書院、アジア主義、対日協力政権
 　　　　  ─『近代日中関係史の中のアジア主義』、『書院生、アジアを

行く』、『対日協力政権とその周辺』の書評を中心として」
 書評者：堀井弘一郎（日本大学非常勤講師）
 　　　　野口　武（愛知大学非常勤講師）
 　　　　髙綱博文（日本大学教授）

 共　催：中国現代史研究会／日本上海史研究会／
 　　　　愛知大学国際問題研究所／
 　　　　愛知大学東亜同文書院大学記念センター
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・公開研究会
　2017年12月23日（祝）
 第54回愛知県世界史教育研究会
 研究発表
 テーマ：「 世界近現代史におけるナショナリズムの課題について　
 　　　　─西欧国際体系と戦争との関連で」
 発表者：遠藤紳一郎（早稲田大学）
 テーマ：「 世界史による民主主義社会の市民育成のためのカリキュラ

ム　─ Facing History and Ourselvesによる「ホロコーストと
人間行動」の分析を通して」

 発表者：空　健太（岐阜高等専門学校）
 テーマ：「 高校歴史教育における論述指導の方法　─日米の論述指導

の比較を手がかりにして」
 発表者：中村洋樹（愛知学泉大学 ）
 テーマ：「 『地域から考える世界史』（勉誠出版）の編集に関わって　

─『新修名古屋市史』等、自己紹介も兼ねながら」
 発表者：岩下哲典（東洋大学）
 テーマ：「 歴史的な見方・考え方を働かせて考察する中学校歴史的分

野の学習指導要領とセンタープレテスト　─世界とその中
の日本の教育改革」

 発表者：村瀬正幸（国立教育政策研究所）
 テーマ：「愛知から見える世界史　─『豊田自動織機』を題材にして」
 発表者：加藤健司（天白高校）他
 原稿検討：「愛知から見える世界史」の原稿検討

 基調講演：「世界史における二十世紀」
 講演者：木畑洋一（東京大学名誉教授）

 主　催：愛知県世界史教育研究会
 共　催：愛知大学教職課程センター／愛知大学国際問題研究所
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・公開研究会　（国際問題研究所プロジェクト）
　2018年３月12日（月）
 テーマ：「中国一帯一路が導くネットワーク」
 発表者：大澤正治（愛知大学経済学部教授）
 　　　　李　春利（愛知大学経済学部教授）
 プロジェクト名：「 輸送大動脈に関する展望と課題、中国一帯一路計

画をめぐって」（代表：大澤正治）

・公開研究会
　2018年３月31日（土）
 第56回愛知県世界史教育研究会
 研究発表
 テーマ：「中国吉林省東北師範大学での一年間の語学留学について」
 発表者：坂野果穂（愛知大学）
 テーマ：「時習館高校におけるグローバル教育の実践」
 発表者：青木良輔・須藤絢美（時習館高校）
 テーマ：「 地域における多文化共生社会を理解する教員・保育士養成

の実践　─教育学部ゼミでのフィールド・ワークを通じて」
 発表者：白井克尚（愛知東邦大学）

 講　演：「 イランとイラン人が織りなす20世紀のイランザミーン（イ
ランの地）」

 講演者：八尾師 誠（ イラン・イスラーム自由大学教授・東京外国語
大学名誉教授）

 主　催：愛知県世界史教育研究会
 共　催：愛知大学教職課程センター／愛知大学国際問題研究所
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会　　議
2017年度
 ＊運営委員会
 2017年４月４日（第１回）
 2017年６月22日（第２回）
 2017年10月５日（第３回）
 2017年10月24日（第４回）
 2017年11月16日（第５回）
 2017年12月７日（第６回）
 2017年１月31日（第７回）
 2017年２月13日（第８回）

 ＊所員会議
 2017年４月13日（第１回）
 2017年11月16日（第２回）

人　　事
2017年度
 ＊所長
 黄　英哲（現代中国学部教授）
 ＊運営委員
 太田幸治（経営学部准教授）
 加納　寛（国際コミュニケーション学部教授）
 唐　燕霞（現代中国学部教授）
 松岡正子（現代中国学部教授）
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2017年度　国際問題研究所所員
 （五十音順）

氏　名 所 属 職 担当科目・研究テーマ（専門分野）
安 部　　 悟 現代中国学部教授 中国近・現代文学

荒 川 清 秀 地域政策学部教授 中国語学、日中比較語学、日中共通の看
護の歴史的研究

李　　 泰 王 経済学部教授 韓国経済論、東北アジア経済論
伊 東 利 勝 文学部教授 歴史学、東南アジア近世史論

岩 田 晋 典 国際コミュニケーショ
ン学部准教授

・現代日本社会における国際観光・東亜
同文書院大旅行におけるアジア経験

宇 佐 美 一 博 文学部教授 中国哲学、春秋学の成立と展開、東アジ
アの比較思想

大 澤 正 治 経済学部教授 環境経済学、エネルギーと経済、社会と
の関係、環境政策の国際比較

○ 太 田 幸 治 経営学部准教授 流通総論、流通・マーケティング
加 治 宏 基 現代中国学部准教授 国連における中国の対外政策研究

○ 加 納　　 寛 国際コミュニケーショ
ン学部教授

日本・アジア生活文化論、東洋史（タイ
文化史）

川 井 伸 一 経営学部教授 中国経営論、中国企業社会論
河 辺 一 郎 現代中国学部教授 国連問題、国連政策を中心にした日本外交

川 村 亜 樹 現代中国学部教授 Business English、現代アメリカ文学・文
化（ポストモダンとポストコロニアル）

葛 谷　　 登 経済学部教授 比較思想文化論、中国におけるキリスト
教の受容の歴史

◎ 黄　　 英 哲 現代中国学部教授 中国現代文学作家研究、台湾近現代史・
台湾文学

高　　　明　潔 現代中国学部教授 中国民族論、中国地域社会における人類
学的研究

佐 藤 元 彦 経済学部教授 国際開発論、発展途上国経済論

塩 山 正 純 国際コミュニケーショ
ン学部教授

近代西洋人による中国語研究史・異文化
翻訳史及び
東亜同文書院生をはじめとする近代日本
青年の南方体験について

清 水 伸 子 経済学部准教授 ロシア語、19世紀ロシア美術

周 星 国際コミュニケーショ
ン学部教授

生活文化論、民族学、民俗学（生活文化
論）、日中比較文化

須 川 妙 子 短期学部教授 日本の食の文化、食の思想に関する諸外
国との相互関係について

鈴 木 規 夫 国際コミュニケーショ
ン学部教授

国際文化関係論、政治哲学、イスラーム
研究、平和研究
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砂 山 幸 雄 現代中国学部教授 中国現代政治体制論、現代中国思想・文
化研究

薛　　　　　鳴 現代中国学部教授 中国における言語使用に関する総合的研究

髙 橋 五 郎 現代中国学部教授 国際社会調査論、中国・アジアの農業・
農村の問題

竹 内 晴 夫 経済学部教授 経済原論、現代の貨幣・金融システムの
理論的研究

田 中 英 式 経営学部教授 アジア企業論、日系企業の技術移転

○ 唐　　 燕 霞 現代中国学部教授 アジア社会論、中国の都市基層社会の自
治について

土　橋　　　喜 現代中国学部教授 ネットワーク情報論、情報科学

John Hamilton 法学部教授 Politics, Philosophy, Economics、コミュニ
ケーション英語

樋 野 芳 雄 国際コミュニケーショ
ン学部教授 国際政治論、現代国際政治、思想の変容

藤　森　　　猛 現代中国学部准教授 中国芸術文化論、中国語学
○ 松 岡 正 子 現代中国学部教授 中国民俗学、中国文化人類学
三 好　　 章 現代中国学部教授 日中戦争史、中国近現代史
村 松 幸 広 経営学部教授 消費者行動論、消費者行動の国際比較

森　　 久 男 経済学部教授 中国根拠地経済紙、中国経済史、蒙彊政
権の研究

※ 吉 垣　　 実 法学部教授 英米の司法制度（特に民事手続法）、法
整備支援、韓国の司法制度

吉 川　　 剛 現代中国学部准教授 現代中国における法意識、法文化に関す
る法社会学的研究

李　　 秀 法学部教授 会社法、コーポレートガバナンスにおけ
る機関投資家の役割

李　　 春 利 経済学部教授 中国経済論、国際産業論
劉　　　柏　林 現代中国学部教授 中日ビジネス会話、日中言語と文化の比較

◎…所長、○…運営委員、※…新所員
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2017年度　国際問題研究所客員研究員
 推薦者が退職した場合、空欄とした。（五十音順）
氏　名 推薦者 研究主題
安 達 満 靖 川 井 伸 一 国際化する中国の農村自治
石 田 卓 生 黄　 英哲 東亜同文書院の中国語教育についての研究
伊藤ひろみ 松 岡 正 子 棺材をめぐる「孝」の言説と実践
井 上 正 也 三好　 章 1960年代日中民間貿易の史的研究

Schmid. Ulrich 
Wilhelm 黄　 英哲

・Streering and Controlling of the KPI “Coverage”.
・Methods to reduce Coverage and stock in a company.
・Deviation Analysis outside the area of costs and prices.

小笠原　強 三好　 章 日中戦争期、日本軍占領下中国の対日協力政権研究
小 田 則 子 森　 久男 中国清代から現代の華北農村社会
楓　 森博 黄　 英哲 CSRの日本と欧米の比較検証―収益性との関連の分析―
上 木 敏 正 馬場　 毅 レーガン政権期におけるアメリカ国内M&A活動の分析

河 合 洋 尚 松 岡 正 子 中国西南部における城鎮化と客家資本の利用をめぐる人類
学的考察

川 口 洋 史 加納　 寛 外交文書から見た18世紀末19世紀初頭におけるタイ・ベ
トナム関係

川 崎 晴 朗 三好　 章 日中両国にあった外国人居留地制度の比較、欧州連合のも
つ使節権

菊 地 俊 介 三好　 章 日中戦争期における日本の対華北占領統治と新民会の青年
教化動員

邱　 士傑 黄　 英哲 中国におけるマルクス主義の伝播
虞 萍 薛 　 鳴 冰心文学の研究
呉　 舒潔 黄　 英哲 1930年代における中日プロレタリア文芸運動の越境交流
黄　 玲 黄　 英哲 1920年代後半から1930年代にかけての上海文壇の様相

江 暉 三好　 章
近代中国社会における日本認識およびナショナリズム意識
の実態と形成─東亜同文書院「大旅行調査」の記録に基づ
く一考察─

坂井田夕起子 黄　 英哲 近現代東アジアの仏教交流と戦争
志 賀 吉 修 海老澤善一 グラッドストン第二次内閣のエジプト単独占領

嶋田　 聡 黄　 英哲
①日本統治期台湾文学史研究
②台湾戦後文学における中国表象と日本表象についての研
究
③中国近代文学と日本との関わりについての研究

謝 群 砂 山 幸 雄 近代在中国日本人顧問の研究─19世紀末から1928年まで
を中心に─

謝　 政諭 松 岡 正 子 當代日本與中國的「結與解」̶從東亞文化軟實力解讀
徐 青 鈴 木 規 夫 上海をめぐる中日国際文化関係―孤島・占領期を中心に―
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高 木 秀 和 黄　 英哲 20世紀の中国辺境地域変容に関する研究
近代日本と長江流域都市間における水産物流に関する研究

武 井 義 和 加々美光行 戦時期上海朝鮮人居留民について
張 羽 黄　 英哲 植民地の台湾と「満州」文学圏考論
張　 慧娟 周 星 中国自動車企業における品質管理の組織的一研究
趙　 彦民 周 星 「満州移民」に関する歴史社会学的研究

張　 鴻鵬 黄　 英哲 陸軍中将遠藤三郎と日中戦争─「遠藤日誌」を中心に─
１、遠藤三郎の「対ソ戦講義録」　２、遠藤三郎と2.26事件

趙　  松 岡 正 子 中国西南少数民族の神話のおよび民間文学の研究─日本の
神話研究との比較

陳　 小沖 黄　 英哲 植民地時代における台湾社会の「日本化」について
塚 田 誠 之 松 岡 正 子 中国広西における諸民族の文化とその資源化

築 山 欣 央 村 松 幸 広
多文化共生に関する取組みの考察
（公的主体とその関連団体、NPOをはじめとする市民団体、
私的企業等を題材として）

David Y. H. 
Wu
（ 燕和）

黄　 英哲
(1) The global politics of food;
(2) Cultural political issues of the diaspora Chinese in the South 
Pacific 

David Toohey John Hamilton The politics of immigration, media, and the environment.

土 居 重 雄 黄　 英哲 中国企業による日本企業M&Aの現状と経済効果の解析
内藤理恵子 松 岡 正 子 日米欧の企業と組織における内部告発とパワハラの比較研究
夏 目 晶 子 周 星 中山服流行の要因とその象徴的意義の再考察
牛　 革平 鈴 木 規 夫 儒教とリベラリズム：中国の政治的近代化の問題を展望する

野口　 武 三好　 章
(1) 日清戦争期の行政変容から光緒新政期の近代化問題へ
の検討
(2) 日清貿易研究所における同時代的評価への検討

橋本　 悟 黄　 英哲 近代日本・中国・韓国・台湾の文学・思想に関する比較文
学的研究

長谷川　怜 三好　 章 東亜同文書院卒業生の模索した日中交流
─水野梅暁と藤井草宣を中心として─

馬 場 公 彦 鈴 木 規 夫 新聞・雑誌記事を通して見た日中間の公論・世論形成の歴
年変化

日野みどり 黄　 英哲 近親者との死別後のグリーフケアを日中両国で共有するた
めの基礎的研究

平 川 雄 一 李　 泰王 東アジアの山間における過疎現象と地域再生に関する研究

広 中 一 成 三好　 章 ①日中戦争期における傀儡政権史研究
②戦争体験者へのオーラルヒストリー

彭　 新武 李　 春利 中、美、日三方管理比較研究
星 野 靖 雄 太 田 幸 治 企業合併、企業買収、完全子会社の経営特性の国際比較
星 野 幸 代 黄　 英哲 日台中比較舞踊史研究
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細井佐和子 加納　 寛 ベトナム語と歴史・社会の変動
堀 田 幸 裕 加々美光行 中朝日を中心とした東アジア国際関係
馬　 麗梅 薛 鳴 日中両国におけるインターネット流行語の比較研究
水 野 光 朗 三好　 章 中印国境紛争の研究

宮 原 佳 昭 三好　 章 袁世凱政権期の学校教育における儒教の位置づけに関する
基礎的研究

宮 本 文 幸 黄　 英哲 中国に進出する化粧品企業の経営分析を通じたマーケティ
ング戦略の研究―先行参入と後発参入企業の比較分析等―

三 輪 昭 子 太 田 幸 治 ソーシャルビジネスをめぐるアメリカの動向とその波及
村 上 享 二 三好　 章 中国のアフリカへの関与
山 口 雅 代 加納　 寛 戦時下の対における諜報工作と日本語教育

楊 韜 黄　 英哲 近現代中国の言論出版に関する実証的研究─生活書店と三
聯書店を中心に

吉 原 和 男 松 岡 正 子 ・華人社会における同姓団体の形成と発展
・東南アジア華人社会の宗教組織

劉　 国深 黄　 英哲 两岸关系和平发展之⽇本映像与启⽰

仁 欽 高　 明潔 現代中国の民族政策と民族問題―1949年～1966年を中心に

林　 美茂 李　 春利 「哲学」の受容は中日における「近代知」の形成に与える影響の研究

Kenneth R. 
Robinson John Hamilton

Korean-Japanese relations in the fifteenth and sixteenth 
centuries, focusing on trade, diplomacy, Choson Korea 
government structures, and other interactions

和 田 英 穂 加 治 宏 基 台湾人戦犯をめぐる国際関係
渡 辺 眞 登 海老澤善一 管理通貨制度及び現代信用制度の研究
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2017年度　国際問題研究所補助研究員
 （五十音順）
氏　名 指導教授 研究テーマ
呉　 傑華 黄　 英哲 中国古代劝农⽂研究

宋　 暁煜 黄　 英哲 清末における進化論の翻訳―西洋と日本からの進化論導入
寺田実智子 加納　 寛 日本人に対するタイ語教育に関する研究
山 口 信 久 高 橋 五 郎 IOT（モノのインターネット化）に関する一考察
山 口 摩 子 吉垣　 実 民事訴訟法の国際比較法的検討


